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調査の動機

• OD・PD問題は博士学位取得者と常勤就職先と
の受給バランス問題

• 大学・研究所，企業，教育関係

• 大学院重点化や大学生の質的変化，留学生３０
万人計画， 法人化等に伴う時代変化への対応

• 国際的に見て，今後の日本の大学における学位
取得者の必要性は？



日本学術会議　工学教育研究連絡委員会 報告 （平成１５年）

「グローバル時代における工学系大学院教育」



情報分析調査委員会

「大学における学生・教職員数比率の国際比較」 

• 国際ランキングの上位大学を抽出し，学生数 vs 教員・
職員の比率を比較

• 国内大学を国公私立から数十選んで同様の比率を比較
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安倍 保海（広島大 高等教育研究開発センター）

アルバイト調査員：　米澤 信拓（東大），市川 翼（東大）， 佐々木 寿彦（東
大），今里 晴敦（総研大）



国際大学ランキング 

Times Higher 
Education-QS 
World University 
Rankings 2008



上海交通大学  Academic Ranking of World Universities - 2008



１．教員・学生比率の国際比較

・The Times Higher-QS World University Rankings 及び上海交通大
学Academic Ranking of World Universities の両者の１００位以内に
共通する大学機関について、その教員・学生数比率を比較。(日本から
は，東大，京大，阪大が入る．）

・教員・学生数については、 The Times Higher-QS World 
University Rankings発表の統計データを基礎資料として作成。

・頭数（Head Count: HC）、実効人員数（Full Time Equivalents: 
FTE) データに加えて各々の大学webサイト等からデータ収集し較正。





 



 



 

参考　国内大学の比較 (各大学のHPより：病院，医学部を除くHC）



               ２．教職員・学生比率の国際比較

・The Times Higher-QS World University Rankings 及び上海交通大学の
Academic Ranking of World Universities の両者の１００位以内に共通す
る大学機関の、（教）職員数・学生数比率を比較。

・各大学のwebサイト等における統計データを基礎資料とする．

・原則として大学病院及び医学部を除外。（大規模の大学病院を持つ大学の
場合、大学病院の職員数が全体の統計に大きな割合を占める．）

・大学によるデータの公開度や精度の較差が非常に大きく、同一規準での系
統的な調査は困難だが，全般的な傾向を見ることは可能。



 



 



参考　国内大学の教職員比較 (各大学のHPより：病院，医学部を除くHC）
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          （参考）物理学科の教員・大学院生比率

・東大、京大、東工大、Princeton、Caltech、MIT、U.C. 
Berkeley、Cambridge、Oxfordの物理学科の教員・大学院生比率を比較。

（広島大学高等教育研究開発センターにて調査中）
 



Imperial College London における教員の職務時間配分の変化



結論

• 日本のトップランク大学の教員・学生比率は，国際的に
同等の大学と比較して遜色は無い．

• 職員・学生比率は，国際的に見て非常に低い．欧米の大
学職員の職務内容とその数的比率（学術研究補助等の職
等を含む）を精査し，拡充の検討の余地あり．

• 院生に対する研究指導の充実，教員の研究環境の改善等
を視野に入れ，時代の要請に合わせた人員配分政策の中
で，学位取得者に適合する職の創成の可能性あり．


